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AMERICAN LIFE,INC.　

EB-5投資永住権プログラム

※本資料は一般的な情報提供を目的としたものであり、投資・法律・税務・移民に関する個別の助言を提
供するものではありません。制度や要件は変更される場合がありますので、具体的な申請・投資にあた

っては各分野の専門家にご確認ください。
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A. 永住権取得には所定の審査があるため、取得が保証されるものではありません。
EB-5では、マネーロンダリングや不正資金の流入防止等の観点から、投資資金が合法的に
取得・形成されたものであることに加え、投資に至るまでの資金経路についても詳細な審査
が行われます。そのため、投資参加前にEB-5に精通した移民弁護士とともに、投資家ご本
人の適格性や、特に投資資金源（Source of  Funds）について申請要件を満たしているかを
事前に確認することで、申請上のリスクをできる限り軽減することが重要です。
また、投資家側の要件だけでなく、プロジェクトが必要な雇用を創出し、I-829による条件
解除まで事業を遂行できることも重要なポイントです。
移民申請は投資家を代理する移民弁護士が担当し、アメリカンライフはプロジェクト側から
必要な資料・情報を提供して、申請をサポートします。

　EB-5プログラムについて

Q1. EB-5とはどのような制度ですか？

Q2. 現在必要な投資額はいくらですか？

Q3. 投資してから永住権を取得するまで、どのような手

続きになりますか？

A.

A.

A.

EB-5は、米国の事業に一定額を投資し、投資家1名につき原則10名以上の米国内での雇用を
創出することなどを条件として、米国永住権（グリーンカード）の取得を目指す投資移民制
度です。1名分の投資で、投資家本人に加え、配偶者および21歳未満の未婚のお子様も一緒
に永住権を申請できます。

現在、TEA（Targeted Employment Area：雇用促進地域）等の対象プロジェクトへの最
低投資元本額は80万ドルです。別途、シンジケーション費などの初期手数料、USCIS申請費
用、移民弁護士費用等が必要です。2022年成立のRIA（EB-5 Reform and Integrity Act／
EB-5改革・公正法）により、最低投資額はインフレに応じ定期的に調整され、次回は2027
年1月に見直しが予定されています。

対象プロジェクトへの投資後、移民弁護士を通じてI-526EフォームをUSCIS（米国移民局）
へ提出します。USCISによる認可後、National  Visa Center（NVC）での手続きを経て、
米国大使館・領事館で面接を受けます。手続き完了後、通常最長6か月間有効の移民ビザが
発給されますので、有効期間内に米国へ入国することで、入国日から2年間の条件付き永住
者となり、グリーンカードが発行されます。 
その後、条件付き永住権取得2周年の直前90日間に、I-829フォーム（条件解除申請）を
USCISへ提出します。I-829が認可されると条件が解除され、以降は通常の永住者として通
常の10年有効のグリーンカードを更新していくことになります。

Q4. EB-5に参加すれば永住権は必ず取得できますか？
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Q6.  リージョナルセンタープログラムとは何ですか？

Q7. TEAとは何ですか？ 

Q8.ルーラルプロジェクトは審査が早いと聞きますが、

プロジェクト選びでは何を重視すべきですか？

A.

A.

A.

EB-5には、投資家が直接事業へ投資する方法のほか、USCIS（米国移民局）の指定を受け
たRegional  Center（リージョナルセンター）を通じてプロジェクトへ投資する制度があり
ます。これをRegional  Center
Programと呼びます。
Regional  Center Programでは、プロジェクトによって生み出される直接雇用だけでな
く、一定の間接雇用も雇用創出数として算入できることが大きな特徴です。
そのため、ホテルや商業施設などの不動産開発をはじめ、多くのEB-5プロジェクトで利用
されています。アメリカンライフは長年にわたりRegional  Centerを運営し、ホテルや商業
施設などのEB-5プロジェクトを開発・運営しています。

TEA（Targeted Employment Area：雇用促進地域）は、EB-5において投資や雇用創出を
促進するために定められた地域です。
TEAには、主にRural  Area（地方地域）とHigh Unemployment Area（高失業率地域）が
あり、いずれも現在の最低投資元本額は80万ドルです。

ルーラルプロジェクトの優先審査は、I-526Eの審査期間という点ではメリットですが、
I-526Eの認可はEB-5による永住権取得プロセスの一つの過程であり、最終的にI-829（条件
解除申請）の認可を受けることが重要です。
そのため、審査の早さだけでなく、I-829までに必要な雇用を創出できる事業性や継続性、
開発・運営体制、さらに投資元本の回収可能性まで含めて総合的にプロジェクトを選ぶこと
が重要です。
アメリカンライフでは、米軍基地や航空宇宙・防衛産業など米国の基幹産業が集積し、
継続的な需要と将来性が期待できる地域を厳選しています。
また、立地や需要だけでなく、資金調達、開発・運営、雇用創出、将来の売却や
リファイナンスまでを見据えてプロジェクトを開発しています。

Q5. I-526Eの審査が早いプロジェクトを選ぶのが一番よ

いのでしょうか？

A. I -526Eの認可は、EB-5による永住権取得プロセスの一つの過程にすぎません。
I-526E認可後に条件付き永住権を取得し、その後、最終的にI-829（条件解除申請）の認可
を受けることで条件が解除され、通常の永住権へ移行します。
そのため、プロジェクトを選ぶ際にはI-526Eの審査期間だけでなく、I-829までに必要な雇
用を確実に創出できる事業の実現性や継続性、開発・運営事業者の経験、資金構成、さらに
投資元本を回収するための出口戦略まで総合的に確認することが重要です。

www.reallygreatsite.com

　EB-5投資プロジェクトについて
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Q9. アメリカンライフにはどのような実績がありますか？

Q10. アメリカンライフには比較的小規模なホテルプロジ

ェクトが多いのはなぜですか？

Q11. アメリカンライフのプロジェクトは日本ではあまり

知られていないエリアのプロジェクトが多いようですが

なぜですか？

A.

A.

A.

American Lifeは1990年代から米国不動産開発とEB-5事業に携わり、商業施設やホテルな
ど約45件のEB-5対象プロジェクトを開発・運営してきました。これまで世界各国から
3,000名以上の投資家が参加し、ご家族を含め8,000名以上の米国永住権取得をサポートし
てきた実績があります。

アメリカンライフでは、プロジェクトの規模そのものよりも、必要な資金を調達し、計画を
完成させ、開業後も継続的な需要を期待できる事業であることを重視しています。
特にコロナ禍以降は、比較的コンパクトで資金調達を進めやすく、着工から完成までの期間
も比較的短い、マリオットブランドのビジネスホテルを中心とした開発を進めています。
大型開発と比較してプロジェクト全体を管理しやすく、EB-5で重要となる雇用創出を比較
的早期に実現していくうえでもメリットが大きいためです。

アメリカンライフは、都市の知名度や観光人気ではなく、その地域にどのような産業があ
り、継続的成長が期待できるかを重視しています。
現在のプロジェクトエリアには、大規模な米軍基地や航空宇宙・防衛関連企業など、米国の
基幹産業が集積する地域もあり、軍関係者、技術者、企業出張者などによるビジネス需要が
期待されます。
こうした地域特性に適したホテルブランドと規模を選択することで、観光需要だけに依存し
ない事業運営を目指しています。

www.reallygreatsite.com

　アメリカンライフの

　投資プロジェクトについて
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Q12. 投資元本は保証されていますか？

Q13. 投資元本はどのように返還されるのですか？

A.

A.

いいえ。EB-5では投資資金が実際にリスクにさらされる「At Risk」の投資であることが求
められているため、投資元本の返還を保証することはできません。そのため、移民面だけで
なく、事業性、資金構成、開発・運営計画、将来の売却やリファイナンスなどの出口戦略も
重要です。

アメリカンライフでは物件の完成・開業後の安定運営と資産価値の向上を図りながら、
市場環境を見極め、リファイナンスや物件売却等による投資資金の回収・返還を目指してい
ます。

Q14. 投資期間中に分配金はありますか？

A. アメリカンライフのプロジェクトは永住権取得を第一の目的としながら、投資としての収益
性も重視しており、プロジェクトから生じた収益を投資家の皆様へ分配することを基本とし
ています。

www.reallygreatsite.com

Q15. 投資した後に途中で解約することはできますか？

A. 弊社のプロジェクトでは、原則として一般的な金融商品のような「途中解約」という仕組み
はありません。EB-5による永住権申請中は、移民法上必要とされる投資期間を満たす必要
があり、その後も原則として、プロジェクトが売却やリファイナンス等による最終出口を迎
えるまで投資を継続していただきます。
一方、永住権申請を取り下げるなど、移民目的での投資継続が不要となった場合には、
投資持分の譲渡が可能な案件について、専門のセカンダリー市場を通じた第三者への
途中売却を検討することも可能です。ただし、買い手の有無や売却価格はその時点の市場環
境等によって異なり、売却を保証するものではありません。
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Q16. プロジェクトの完成や開業が予定より

遅れた場合はどうなりますか？

Q18. SOURCE
OF
FUNDS（資金源）とは何ですか？

A.

A.

建設プロジェクトでは、許認可や資材調達、融資、市況等の影響により、工期や開業時期が
当初の予定から変更になることは珍しくありません。
工期の遅れ自体がEB-5申請の問題となるものではなく、遅延の理由や変更後の計画を適切
に示し、必要な雇用創出などの要件を満たしながらプロジェクトを遂行していくことが重要
です。
ただし、プロジェクトそのものが頓挫し、必要な雇用創出が実現できない場合には、永住権
申請に影響する可能性があります。

EB-5では、投資資金が合法的に取得・形成された資金であることを証明する必要がありま
す。給与・事業所得、不動産や株式・企業の売却、相続、贈与など、資金の形成方法によっ
て必要書類が異なります。また、投資先までの資金移動経路も重要なため、実際に資金を動
かす前にEB-5に経験のある移民弁護士へ確認することをお勧めします。

www.reallygreatsite.com

　資金源と参加準備について

Q17. 資金源の確認中に希望するプロジェクトが完売した

らどうなりますか？

A. 相続、企業・不動産の売却、贈与などによる資金準備や、複雑な投資予定資金の確認に
時間を要するケースも少なくありません。一方、EB-5の募集枠は事業予算や創出可能な雇
用数等に基づいて設定され、無制限ではありません。
アメリカンライフでは比較的コンパクトな案件も多く、定員に達してしまいますとそのプロ
ジェクトにはご参加いただけず、次のプロジェクトのご案内開始までお待ちいただく必要が
あります。また、定員間近のプロジェクトでは、一定期間投資枠を確保できるデポジットシ
ステムもご利用いただけます。

Q19資金源の確認が終わるまでプロジェクトには

参加できないのでしょうか？

A. 必ずしもそうではありません。投資前から移民弁護士へ相談し、プロジェクトの検討と並行
して投資資金源の確認を進めることができます。
また、希望プロジェクトの募集枠が埋まる可能性がある場合には、
一定額のデポジットをお預かりすることで、一定期間参加枠を確保できる
デポジットシステムをご用意しています。
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Q20. どのような方がEB-5に参加されていますか？

Q21. 移民弁護士は御社が指定した弁護士でなければなら

ないのでしょうか？

A.

A.

特に多いのは、お子様に米国でより幅広い教育・進学の選択肢を持たせたいと考えるご家族
です。また、ハワイやカリフォルニア等への将来的な移住、米国での就職・転職・起業を希
望される方もいます。特定の雇用主や就労ビザに依存せず、永住権者として米国で生活・就
労できる自由度をメリットと考える方もいらっしゃいます。

移民弁護士の選定は投資家ご自身の任意ですが、EB-5申請には専門的な知識と経験が必要
となるため、EB-5ケースを数多く取り扱っている移民弁護士への依頼を強くお勧めしてい
ます。
また、プロジェクト側との資料確認や連携も必要となるため、可能であればアメリカンライ
フのEB-5プロジェクトの取扱実績がある弁護士を選択されると、よりスムーズに手続きを
進めやすくなります。
弊社からも、米国で豊富なEB-5申請実績を持つ移民弁護士を複数ご紹介することが可能で
す。なお、移民弁護士は投資家ご本人を代理する独立した立場であり、最終的な選定は投資
家ご自身で行っていただきます。

Q22. 日本在住でも米国で税務申告が必要になりますか？

A. 投資先や所得の種類、米国での税務上の居住区分等によって異なります。EB-5投資ではK-1
等の税務書類が発行される場合があり、日本在住中でも米国で税務申告が必要となるケース
があります。税務上の取扱いは個々の状況によって異なるため、米国税務に詳しいCPA・税
理士等への確認をお勧めします。

www.reallygreatsite.com

　その他よくいただくご質問
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**************************************************************

アメリカンライフインク ジャパンリージョン
國井靖子

TEL:03-6871-9479 直通：070-5578-1992

EMAIL:YASUKO@AMERICANLIFEINC.COM

***************************************************************

EB-5は、永住権取得だけでなく、 長期にわたる投資を伴うプログ

ラムです。ご自身の資金計画や移住時期、ご家族の将来設計など、

ご検討段階からお気軽にご相談ください。
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Q23. 投資期間中に投資家が亡くなった場合、投資持分は

どうなりますか？

Q24. まだ具体的に参加を決めていなくても相談できますか？

A.

A.

投資持分は相続財産となり、遺言や適用される相続法等に従って手続きされます。
American Lifeでは、保険商品のように「死亡時受取人」をあらかじめ登録する制度は設け
ていません。海外資産の相続について懸念がある場合には、必要に応じて遺言等による相続
対策を専門家へご相談いただくことをお勧めします。

もちろん可能です。EB-5では、プロジェクト選び、投資資金源の確認、ご家族の申請時期、
移民弁護士への相談など、実際の投資前に確認しておいた方がよい事項が
多数あります。2027年1月には最低投資元本額のインフレ調整が予定されているため、
現行の投資額での参加をご検討の場合には、早めに情報収集や準備を始めることを
お勧めしています。

メールでのお問い合わせ

mailto:yasuko@americanlifeinc.com
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	　EB-5投資プロジェクトについて
	Q5. I-526Eの審査が早いプロジェクトを選ぶのが一番よいのでしょうか？
	A.
	A.
	A.
	A.
	I-526Eの認可は、EB-5による永住権取得プロセスの一つの過程にすぎません。
	I-526E認可後に条件付き永住権を取得し、その後、最終的にI-829（条件解除申請）の認可を受けることで条件が解除され、通常の永住権へ移行します。
	そのため、プロジェクトを選ぶ際にはI-526Eの審査期間だけでなく、I-829までに必要な雇用を確実に創出できる事業の実現性や継続性、開発・運営事業者の経験、資金構成、さらに投資元本を回収するための出口戦略まで総合的に確認することが重要です。

	Q6.  リージョナルセンタープログラムとは何ですか？
	EB-5には、投資家が直接事業へ投資する方法のほか、USCIS（米国移民局）の指定を受けたRegional Center（リージョナルセンター）を通じてプロジェクトへ投資する制度があります。これをRegional Center Programと呼びます。
	Regional Center Programでは、プロジェクトによって生み出される直接雇用だけでなく、一定の間接雇用も雇用創出数として算入できることが大きな特徴です。
	そのため、ホテルや商業施設などの不動産開発をはじめ、多くのEB-5プロジェクトで利用されています。アメリカンライフは長年にわたりRegional Centerを運営し、ホテルや商業施設などのEB-5プロジェクトを開発・運営しています。

	Q7. TEAとは何ですか？
	TEA（Targeted Employment Area：雇用促進地域）は、EB-5において投資や雇用創出を促進するために定められた地域です。
	TEAには、主にRural Area（地方地域）とHigh Unemployment Area（高失業率地域）があり、いずれも現在の最低投資元本額は80万ドルです。

	Q8.ルーラルプロジェクトは審査が早いと聞きますが、
	プロジェクト選びでは何を重視すべきですか？
	ルーラルプロジェクトの優先審査は、I-526Eの審査期間という点ではメリットですが、
	I-526Eの認可はEB-5による永住権取得プロセスの一つの過程であり、最終的にI-829（条件解除申請）の認可を受けることが重要です。
	そのため、審査の早さだけでなく、I-829までに必要な雇用を創出できる事業性や継続性、開発・運営体制、さらに投資元本の回収可能性まで含めて総合的にプロジェクトを選ぶことが重要です。
	アメリカンライフでは、米軍基地や航空宇宙・防衛産業など米国の基幹産業が集積し、
	継続的な需要と将来性が期待できる地域を厳選しています。
	また、立地や需要だけでなく、資金調達、開発・運営、雇用創出、将来の売却や
	リファイナンスまでを見据えてプロジェクトを開発しています。
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	　アメリカンライフの
	　投資プロジェクトについて
	A.
	A.
	A.
	Q9. アメリカンライフにはどのような実績がありますか？
	American Lifeは1990年代から米国不動産開発とEB-5事業に携わり、商業施設やホテルなど約45件のEB-5対象プロジェクトを開発・運営してきました。これまで世界各国から3,000名以上の投資家が参加し、ご家族を含め8,000名以上の米国永住権取得をサポートしてきた実績があります。

	Q10. アメリカンライフには比較的小規模なホテルプロジェクトが多いのはなぜですか？
	アメリカンライフでは、プロジェクトの規模そのものよりも、必要な資金を調達し、計画を完成させ、開業後も継続的な需要を期待できる事業であることを重視しています。
	特にコロナ禍以降は、比較的コンパクトで資金調達を進めやすく、着工から完成までの期間も比較的短い、マリオットブランドのビジネスホテルを中心とした開発を進めています。
	大型開発と比較してプロジェクト全体を管理しやすく、EB-5で重要となる雇用創出を比較的早期に実現していくうえでもメリットが大きいためです。

	Q11. アメリカンライフのプロジェクトは日本ではあまり知られていないエリアのプロジェクトが多いようですが
	なぜですか？
	アメリカンライフは、都市の知名度や観光人気ではなく、その地域にどのような産業があり、継続的成長が期待できるかを重視しています。
	現在のプロジェクトエリアには、大規模な米軍基地や航空宇宙・防衛関連企業など、米国の基幹産業が集積する地域もあり、軍関係者、技術者、企業出張者などによるビジネス需要が期待されます。
	こうした地域特性に適したホテルブランドと規模を選択することで、観光需要だけに依存しない事業運営を目指しています。
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	Q12. 投資元本は保証されていますか？
	A.
	いいえ。EB-5では投資資金が実際にリスクにさらされる「At Risk」の投資であることが求められているため、投資元本の返還を保証することはできません。そのため、移民面だけでなく、事業性、資金構成、開発・運営計画、将来の売却やリファイナンスなどの出口戦略も重要です。

	Q13. 投資元本はどのように返還されるのですか？
	A.
	アメリカンライフでは物件の完成・開業後の安定運営と資産価値の向上を図りながら、
	市場環境を見極め、リファイナンスや物件売却等による投資資金の回収・返還を目指しています。

	Q14. 投資期間中に分配金はありますか？
	A.
	アメリカンライフのプロジェクトは永住権取得を第一の目的としながら、投資としての収益性も重視しており、プロジェクトから生じた収益を投資家の皆様へ分配することを基本としています。

	Q15. 投資した後に途中で解約することはできますか？
	A.
	弊社のプロジェクトでは、原則として一般的な金融商品のような「途中解約」という仕組みはありません。EB-5による永住権申請中は、移民法上必要とされる投資期間を満たす必要があり、その後も原則として、プロジェクトが売却やリファイナンス等による最終出口を迎えるまで投資を継続していただきます。
	一方、永住権申請を取り下げるなど、移民目的での投資継続が不要となった場合には、
	投資持分の譲渡が可能な案件について、専門のセカンダリー市場を通じた第三者への
	途中売却を検討することも可能です。ただし、買い手の有無や売却価格はその時点の市場環境等によって異なり、売却を保証するものではありません。
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	Q16. プロジェクトの完成や開業が予定より
	遅れた場合はどうなりますか？
	A.
	建設プロジェクトでは、許認可や資材調達、融資、市況等の影響により、工期や開業時期が当初の予定から変更になることは珍しくありません。
	工期の遅れ自体がEB-5申請の問題となるものではなく、遅延の理由や変更後の計画を適切に示し、必要な雇用創出などの要件を満たしながらプロジェクトを遂行していくことが重要です。
	ただし、プロジェクトそのものが頓挫し、必要な雇用創出が実現できない場合には、永住権申請に影響する可能性があります。


	Q17. 資金源の確認中に希望するプロジェクトが完売したらどうなりますか？
	A.
	相続、企業・不動産の売却、贈与などによる資金準備や、複雑な投資予定資金の確認に
	時間を要するケースも少なくありません。一方、EB-5の募集枠は事業予算や創出可能な雇用数等に基づいて設定され、無制限ではありません。
	アメリカンライフでは比較的コンパクトな案件も多く、定員に達してしまいますとそのプロジェクトにはご参加いただけず、次のプロジェクトのご案内開始までお待ちいただく必要があります。また、定員間近のプロジェクトでは、一定期間投資枠を確保できるデポジットシステムもご利用いただけます。



	　資金源と参加準備について
	Q18. SOURCE OF FUNDS（資金源）とは何ですか？
	A.
	EB-5では、投資資金が合法的に取得・形成された資金であることを証明する必要があります。給与・事業所得、不動産や株式・企業の売却、相続、贈与など、資金の形成方法によって必要書類が異なります。また、投資先までの資金移動経路も重要なため、実際に資金を動かす前にEB-5に経験のある移民弁護士へ確認することをお勧めします。

	Q19資金源の確認が終わるまでプロジェクトには
	参加できないのでしょうか？
	A.
	必ずしもそうではありません。投資前から移民弁護士へ相談し、プロジェクトの検討と並行して投資資金源の確認を進めることができます。
	また、希望プロジェクトの募集枠が埋まる可能性がある場合には、
	一定額のデポジットをお預かりすることで、一定期間参加枠を確保できる
	デポジットシステムをご用意しています。
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	　その他よくいただくご質問
	Q20. どのような方がEB-5に参加されていますか？
	A.
	特に多いのは、お子様に米国でより幅広い教育・進学の選択肢を持たせたいと考えるご家族です。また、ハワイやカリフォルニア等への将来的な移住、米国での就職・転職・起業を希望される方もいます。特定の雇用主や就労ビザに依存せず、永住権者として米国で生活・就労できる自由度をメリットと考える方もいらっしゃいます。

	Q21. 移民弁護士は御社が指定した弁護士でなければならないのでしょうか？
	A.
	移民弁護士の選定は投資家ご自身の任意ですが、EB-5申請には専門的な知識と経験が必要となるため、EB-5ケースを数多く取り扱っている移民弁護士への依頼を強くお勧めしています。
	また、プロジェクト側との資料確認や連携も必要となるため、可能であればアメリカンライフのEB-5プロジェクトの取扱実績がある弁護士を選択されると、よりスムーズに手続きを進めやすくなります。
	弊社からも、米国で豊富なEB-5申請実績を持つ移民弁護士を複数ご紹介することが可能です。なお、移民弁護士は投資家ご本人を代理する独立した立場であり、最終的な選定は投資家ご自身で行っていただきます。

	Q22. 日本在住でも米国で税務申告が必要になりますか？
	A.
	投資先や所得の種類、米国での税務上の居住区分等によって異なります。EB-5投資ではK-1等の税務書類が発行される場合があり、日本在住中でも米国で税務申告が必要となるケースがあります。税務上の取扱いは個々の状況によって異なるため、米国税務に詳しいCPA・税理士等への確認をお勧めします。
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	Q23. 投資期間中に投資家が亡くなった場合、投資持分はどうなりますか？
	A.
	Q24. まだ具体的に参加を決めていなくても相談できますか？
	A.
	もちろん可能です。EB-5では、プロジェクト選び、投資資金源の確認、ご家族の申請時期、移民弁護士への相談など、実際の投資前に確認しておいた方がよい事項が
	EB-5は、永住権取得だけでなく、 長期にわたる投資を伴うプログラムです。ご自身の資金計画や移住時期、ご家族の将来設計など、
	ご検討段階からお気軽にご相談ください。
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